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～子どもの背景を考える～校内支援体制Ⅰ

まずは、担任が中心となって

情報収集

いろいろな教職員の気づきを 保護者との懇談の記録を

支援シート等にファイルする 具体的に書き留めてみる

こういう積み重ねが につながっていきます。個別の教育支援計画

例えば…

【学習面】

・たどたどしい読み方をする

・鏡文字になる

・筆算の桁が揃わない

・ あ」と「め」の区別がつきにくい「

・読解力を問う問題が極端に弱い 等

【行動面】

・集中する時間が非常に短い

・授業中、席を離れる

・ルールのある遊びができない

・友達とうまく話すことができない 等

「担任ができるところから始めよう」

Ｃ お互いに授業

参観しあって

意見交換

一人の担任の工夫にと

どめず、共有すればみ

んな助かる。

子どもが集中できていな

かったり、理解できてい

なかったりすることに、

改めて気づかされること

がある。

できないことを責

めずに、どうすれば

できるようになるの

か、というプラス思

考が大切です。

Ｂ みんなで教材の

工夫を

ＬＤ等の子どもたちにわ

かりやすい授業は、他の

子どもたちにもわかりや

すい。

叱っても、よくな
い行動を繰り返すと
きには、指導方法を
変えましょう。
少しでも適切な行

動に向かったときや
子ども自身が努力し
たことを認め、ほめ
て伸ばしましょう。

Ａ いつもの授業を

特別ていねいに
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～システムで対応する～校 内 支 援 体 制 Ⅱ

担任まかせではなく、校長先生のリーダーシップが求められます。

《特別支援教育を行うための体制整備及び必要な取組》
・校内委員会の設置
・実態把握
・特別支援教育コーディネーターの指名
・関係機関との連携を図った「個別の教育支援計画」の策定と活用
・ 個別の指導計画」の作成「
・教員の専門性の向上

校内委員会を開く

会議は短く具体的に！ 可能な限り定例化する

メンバー … 臨機応変に構成を変える。

管理職、特別支援教育コーディネーター、特別支援学級担任、養護教諭
生徒指導部長 など

担任の悩みを「学校全体で受けとめて支援する」という姿勢で取り組みま
しょう。
① ケース会議…子どもを多面的に見て、手立ての方向性を探る。
② 個別の指導計画…ひとりよがりにならないように、PDCAサイクル

（実態把握→支援の具体化→指導→評価→実態把握）を基本とし、
校内委員会でのチェック機能を大切にする。

③ 校内研修…発達障害について共通理解を図る。
④ 授業研究…発達の視点をもって子どもの変化をとらえ、共有する。

特別支援教育コーディネーターを指名する

校内委員会のもち方（例）
(1) 学期１回の開催「特別支援教育推進委員会」…既存の委員会と合同で

行う。

(2) 学年会議でケース検討を定期的に行い、対応を考え、校内委員会で
報告する。

(3) 職員会議の中に組み込み、定例化する。少人数の学校ならば、普段の
情報交換がケース会議になる場合がある。

特別支援教育コーディネーターは

《スペシャリスト》より《ジェネラリスト》
専門性とリーダーシップで教育支援を行う。

◎コーディネーター複数制を目指し、後継養成は校内で行う。

参考資料 Ｐ３１参照
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～ 学校間をつなぐ ～連 携 Ⅰ

○ 特別支援教育コーディネーター同士がつながろう!

○ 通級指導教室と特別支援学級は、核となります!

○ スクールカウンセラーと積極的に協働しましょう!

《 連携のためのキーワード 》

担任と保護者の連携は、
信頼関係を築くことです

関係機関との連携で
多面的にとらえるこ
とが大切です

教職員間の協力により
指導の一貫性が
生まれます 支援者の行動力が不可欠です

個別の教育支援計画の作成 実態把握や指導内容を必ず引き継ぎましょう・

つ な ご う ・ 伸 ば そ う

子 ど も の 育 ち

パートナーシップ

チームワーク

フットワーク

ネットワーク

特別支援教育に関する情報を共有する。

・合同で研修会を行う。
・小学校の事例検討会に中学校のコーディネーターが参加する。
・個別の教育支援計画を合同で作成する。

通級指導教室や特別支援学級が校内支援のセンター的役割を担う。

・通常学級との連携を密にして、指導方法を共有する。
・個別の教育支援計画の様式を提供する。

プライバシーに配慮しつつ、ケース会議や校内委員会で、情報を共有する。

※カウンセリングや心理検査から得た情報の共有は、守秘義務があることに
留意する必要があります。
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～ 関係機関のノウハウを活かす ～連 携 Ⅱ

○地域の支援機関の把握
学校だけで解決しないときはいろいろな機関に相談しましょう。

保健･福祉

ＮＰ Ｏ

医 療

労 働

市町村教育委員会が
地域のキーステーション

※地域の学校の応援団を見つけましょう。

＊＊＊ ＊＊＊特別支援学校の役割

障害種別ごとの教育を担う専門性を重視した指導を行い、
センター的役割を発揮します。

・特別支援教育に関する相談や個別の指導計画作成の援助
・地域の小中学校等との交流及び共同学習及び教材提供など

つ な ご う ・ 活 か そ う

地 域 の 資 源

保健師や発達相談員、民生児童委員は、情報量が豊富で地域に密着した

専門家です。積極的に連携しましょう。

いろいろな親の会や支援団体があり、教員として、当事者の声に耳を傾

けることは大切なことです。保護者の子育てや自立への意見を聞き、共

に考え、取り組むためにも、連携を図りましょう。

診断と治療が必要な子どもについては、必ず医療につなげましょう。そ

して診断を受けて、教室ではどのように対応するか、子育てをどう支援

するかを考えましょう。

社会生活を営むために必要な心構えや態度、コミュニケーションスキル

やソーシャルスキルのヒントやアドバイスをもらいましょう。常に「将

来」を見据えながら、「今」を大切にした支援を心がけましょう。
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特別支援教育Ｑ＆Ａ ー特別支援教育の進め方ー第２章

～情報をファイルする～★「気づき」 が大切です

13Ｑ １ 児童の実態把握はどのように進めればよいのですか

15Ｑ ２ 多面的な情報収集はどのようにすればよいのですか

6Ｑ ３ 個別の指導計画はどんな様式がありますか 1

18Ｑ ４「知能検査」や「発達検査」で何がわかるのですか

～担任ができる具体的な例～★できることからはじめよう

19Ｑ ５ 作業時間や理解の速さに違いがある場合の配慮は

20Ｑ ６ 意欲をもたせるための工夫は

21Ｑ ７ 連絡帳を書きやすくするには

～チームワークが大切です～★システムで対応するために

22Ｑ ８ 児童についての情報を共有するには

23Ｑ ９ 保護者との連携の工夫は 他の保護者への説明は

24Ｑ10 周囲の児童への理解を促すには

25Ｑ11 児童理解のための研修とは

～地域の資源の活用～★キーワードは「連携」

26Ｑ12 校内支援体制はどう構築すればよいのですか

Ｑ13 連携がうまくいったケースにはどのようなものが

27ありますか

Ｑ14 地域の特色を活かした支援組織づくりにはどのような

2８ものがありますか
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Ｑ１．児童の実態把握はどのように進めればよい

のですか？

Ａ１．児童の実態をいろいろな角度から見直しましょう。

Ａ２．情報を収集しましょう。

【ポイント】
実態把握の方法の一つに、チェックリストがあります。※次ページ

・ 気になる（困っている）ことはどんなことか。
・ 原因として、どんなことが考えられるのか。
・ どのような場面で見られるのか。
・ いつから見られるのか。
・ 理解力や成績はどうか。
・ 周りの児童との関係はどうか。

、 。・ 周りの児童や先生の関わりによって 本人の様子に変化が見られるか
・ よいところはどんなところか。できること、得意なことは何か。

・ 前担任（１年生の場合は幼稚園や保育所）からうまくいった支援につ

いて聞きましょう。

、 。・ 担任以外の先生から聞く情報にも 大切な手立てのヒントがあります

。・ 家庭では、どんな過ごし方をしているのか聞いてみましょう

児童をとりまく校内での意見の

違いや、保護者の見立てと担任の

実感が異なるときもあるかもしれ

ません。

そんなときこそ支援が必要なの

だと心得ましょう。

「気づき」が大切です ～情報をファイルする～
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「気づき」が大切です ～情報をファイルする～

気づきのためのチェックリスト（個人票）

名 前

項 目 ０ １ ２ ３

１ 聞き間違いがある

２ 聞き漏らしがある学

３ 個別に言われると聞き取れるが、集団場面では難しい

４ 指示の理解が難しい

５ 話し合いが難しい（話し合いの流れが理解できず、ついていけない）

６ 適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す とても早口である）

７ 言葉につまったりする

８ 単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする習

合 計９ 思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい

10内容をわかりやすく伝えることが難しい

学校での勉強で、細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする１

手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじもじしたりする行 ２

３ 課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい

４ 授業中や座っているべきときに席を離れてしまう

５ 面と向かって話しかけられているのに、聞いてないようにみえる

６ きちんとしていなければならないときに、過度に走り回ったりよじ登ったりする

７ 指示に従えず、また仕事を最後までやり遂げない

８ 遊びや余暇活動に大人しく参加することが難しい動

合 計① ９ 学習課題や活動を順序立てて行うことが難しい

10じっとしていない。または何かに駆り立てられるように活動する

１ 大人びている。ませている

２ みんなから 「○○博士 「○○教授」と思われている（例：カレンダー博士）行 、 」

他の子どもは興味を持たないようなことに興味があり 「自分だけの知識世界」を持っている３ 、

４ 特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない

含みのある言葉や嫌みを言われてもわからず、言葉通りに受け止めてしまうことがある５

６ 会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりする

７ 言葉を組み合わせて、自分だけにしかわからないような造語を造る動

合 計② ９ 独特な声で話すことがある

10誰かに何かを伝える目的がなくても、場面に関係なく声を出す（例：唇をならす、咳払いなど）

特

記

事

項

※学習（０：ない、１：まれにある、２：ときどきある、３：よくある、の４段階で回答）

行動①「不注意 「多動性－衝動性 （０：ない、もしくはほとんどない、１：ときどきある、２：しばしばある、」 」

３：非常にしばしばある、の４段階で回答）

行動②「対人関係やこだわり等 （０：いいえ、１：多少、２：はい、の３段階で回答）」

以下は省略

※文部科学省「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査」より抜粋

【ステップ ｕｐ！】
チェック項目を検討すると、課題が明確になり、児童理解も深まり
ます。
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「気づき」が大切です ～情報をファイルする～

Ｑ２．多面的な情報収集はどのようにすればよい

のですか？

Ａ．教職員のチームワークとフットワークが必要です。
① ポストなどを設けて、教職員の「気づき」を集める。
② 「気づき」を書き留めたメモをもとに話し合う。
③ 書き留めたものを、支援シートにまとめて、資料にする。

④ 朝の打ち合わせで、児童への配慮を伝達し合う。
⑤ コーディネーターは積極的に担任に話しかける。
⑥ 実際にお互いのクラスに入って、授業をみてから話し合う。

＜支援シート＞の例

「気づいたこと」 支援の内容
◇九九の「七」の段でわからなくなって ◇「七」の段以降の九九表を用意して、

しまう。 児童の机の上に貼り、いつでも見られる

ようにしておく。

◇急な予定の変更でパニックになる。 ◇予定の変更を貼ったり、前もって伝えて

おく。

＜支援シート＞の例

年 組 担任：

行事年 月 日（ ）曜日

特 記 事 項
教 科 内 容 支 援 者

内 容 等 場 所 等校時

○○タイム

１

２

中休み

３

４

５

６

放課後

【ポイント】
支援シートを使って、支援の内容を引き継ぐことで、校内で一貫した

対応ができます。
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「気づき」が大切です ～情報をファイルする～

Ｑ３．個別の指導計画はどんな様式がありますか？

Ａ．児童の実態に応じて、以下のような様式があります。
《例１》

個 別 の 指 導 計 画

名 前 年 月 日 生 年 組 記入者 ＮＯ，

本人・親の願い

学習面 生活面 対人関係・社会性今年度

の目標

１学期

手立て

変容と

課題

評 価

２学期

手立て

変容と
課題
評 価

３学期

手立て

変容と

課題

評 価

来年度への申し送り
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「気づき」が大切です ～情報をファイルする～

《例２》
個 別 の 指 導 計 画

名 前 記入者年 組

児童の様子 今学期の目標 具体的な手立て

国

学 語

習

算

数

他

教科

《例３》

（ ）年度 年 組 名前 評価◎９０％以上 ○６０％以上 △６０％未満

評価 評価 評価現在の様子 長期目標 短期目標（1学期） 短期目標（２学期） 短期目標（３学期）

生

活

・

身

体

面

社

会

性

教

科

学

習

【ポイント】
個別の指導計画に必要なことは、ＰＤＣＡサイクルです。実態把握か

ら評価まで行った後には、また実態把握に戻って、目標や指導内容を精
選し、吟味することが必要です。授業に活かせる個別の指導計画にしま
しょう。

【ステップ ｕｐ！】
個別の教育支援計画を作成するために、地域で積極的に様式を交換し
合いましょう。


